	BL-bs部品　認定基準適合確認自己ﾁｪｯｸﾘｽﾄ（暖・冷房ｼｽﾃﾑ／ｶﾞｽ熱源機）
型式名　GNK-DR-A1　　

	項目番号
	優良住宅部品評価方法（BLE HS/B-a-1:2012 2013.3.15施行）
	確認方法
	申請者記入

	
	確認事項
	
	ﾁｴｯｸ
	仕様・性能等
	記載図書
	頁



	1. 
	e)　排気筒又は給排気筒の機器本体への取付け及び排気トップ又は給排気トップへの接続
	図書
	■
	
	工事説明書
	P15

	2. 
	f)　追いだき機能付熱源機の場合にあっては、追いだき用配管の機器本体への取付け及び循環アダプタへの接続
	図書
	■
	
	工事説明書
	P21

	3. 
	(6. 寸法)
	
	
	
	
	

	4. 
	Ⅱ．要求事項
1　住宅部品の性能等に係る要求事項
ガス熱源機の性能は｢優良住宅部品認定基準（暖・冷房システム）｣、JIA C 002-06(財団法人日本ガス機器検査協会のガス温水機器検査規程をいう。以下同じ。)の形式の区分に係る技術上の基準及び検査の方法、JIA C 005-11(財団法人日本ガス機器検査協会のガス温水熱源機検査規程をいう。以下同じ。)の型式の区分に係る技術上の基準及び検査の方法による他、次による。
	図書
	■
	
	JIA型式認証

	

	5. 
	1.1　機能の確保
ガス熱源機の機能性・快適性は、「優良住宅部品評価基準(ガス給湯機)」の1.1の規定による他、次による。
	図書
	■
	
	－
	

	6. 
	a)　機器特性(暖房運転時の性能)
1)　暖房部ガス消費量
「ガス消費量試験」を実施し、表示ガス消費量に対し±10％以内であること。
＜試験：JIS S 2093：2010の9「ガス消費量試験」＞
	試験
	■
	
	試験成績表
	P10

	7. 
	2) 暖房熱出力
定格出力に適する熱交換器を用い、ポンプ能力最大で運転し、製造者の指定するシステムの最高循環水温度・温度差になるように設定し、「暖房の熱出力及び熱効率」試験を実施し、表示暖房熱出力に対し±10％以内であること。
＜試験：別冊BLT HS B-a-101「暖房の熱出力及び熱効率」＞
	試験
	■
	
	試験成績表
	P11

	8. 
	3)　暖房熱効率
暖房熱効率は、定格出力に適する熱交換器を用い、ポンプ能力最大で運転し、製造者の指定するシステムの最高循環水温度・温度差になるように設定し、「暖房性能」試験を実施し次による。
	試験
	■
	
	試験成績表
	P18

	9. 
	①　1缶1水路(暖房用) 
暖房出力の貯湯量に対する比が、貯湯量1L当たり1.16kW以上のものは、定格出力時80％以上、1/4部分出力時70％以上、貯湯量1L当たり1.16kW未満のものは、定格出力時75％以上、1/4部分出力時65％以上であること。
	試験
	■
	該当しない
（1缶２水路）
	
	

	10. 
	②　1缶2水路(暖房・給湯用) 
給湯回路の水通路に水が流れるのを感知して、自動的に燃焼を開始し水を加熱するものは、定格出力時80％以上、1/4部分出力時70％以上、給湯回路の水に圧力が加わった状態で湯温に関連して、自動的に燃焼を開始し水を加熱するものは、定格出力時75％以上、1/4部分出力時65％以上であること。
	試験
	■
	該当しない(BL-bsのため項目No.150と重複)

	
	

	11. 
	③　寒冷地用や不凍液使用の場合
表示暖房熱効率に対し±10％以内であること。
＜試験：JIS S 2112　家庭用ガス温水熱源機　7.12.a）熱効率試験＞
＜試験：JIA C 005-11 ガス温水熱源機検査規程　3.14「暖房性能」＞
	試験
	■
	
	試験成績表
	P20

	12. 
	4) 運転騒音
暖房運転時の運転騒音は、「騒音試験」を行い、定格暖房出力5.8kW以下のものは、弱燃焼40dB(A)以下、強燃焼45dB(A)以下とする。定格暖房出力5.8kWを越えるものは、弱燃焼45dB(A)以下、強燃焼50dB(A)以下とする。
＜試験：JIS S 2093：2010の11「騒音試験」＞
	試験
	■
	該当しない(BL-bsのため項目No.151と重複)

	
	

	13. 
	2)　ボールタップ
ボールタップを閉止して、流入側から1716.2kPaの水圧を加え1分間保持した状態で、水漏れその他の欠点がないこと。
＜試験： BLT HS B-a-104「ボールタップの耐圧」＞
	試験
	■
	該当しない
（部材なし）
	
	

	14. 
	3)　減圧弁
減圧弁の出口側をふさいだ後、入口側にゲージ圧1716.2kPaの水圧を加え1分間保持した状態で、本体の変形、破損、水漏れがないこと。
＜試験： BLT HS B-a-105「減圧弁の耐圧」＞
	試験
	■
	該当しない
(部材なし)
	
	



○申請する優良住宅部品の品目があっているかを確認します。





○品目により、他の評価基準を参照する項目があります。このような項目があるときは、忘れずに指定の基準の自己チェックリストを作成し、添付してください。








○チェック欄は確認事項の内容を確認したことを表示する役割です。





○チェックはすべての項目についてつけて下さい。


（☑　■など）





○該当無し・変更無しなどのときも必須です。





○項目（確認事項）をもれなく確認しましょう。








○記載図書欄は評価用図書一覧の番号に従い、分類し、確認事項の内容に沿うものを記載します。


（申請図書作成要領P11　表-7参照）





○電子データ確認票のフォルダ番号でも可（0623等）





○確認方法欄は確認用の資料の種類を示しています。


・図書の場合は取扱説明書や図面など。


・試験の場合は試験結果報告書など。


・現物の場合は製品のサンプルや写真など。


指定された資料を添付して下さい。





○該当部分のページ番号を記載。





全体の通しのページ番号もしくは資料ごと（中項目・小項目ごと）のページ番号として下さい。





○該当しないや適用しないの場合は理由を簡素に記載します。


同じ理由が続く場合は『同上』等で可。





○申請する優良住宅部品の代表的な型式を記載してください。





○申請する優良住宅部品の品目の基準は最新か、確認します。（最新版はHPよりダウンロードしてください。）
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2

